第6学年家庭科学習指導案
日　　時　　7月11日（金）5校時

対　　象　　6年2組　25名

授業者　　葛西　信乃

１　題材名　「すずしい住まい方で快適に」

２　テーマ　他者の視点も取り込みながら多面的に捉え，自分の生活をよりよくしようとする学びっぷり
３　本時の授業

（１）目標
　　　　暑い季節の快適プランを考える活動を通して，涼しく住まうための様々な工夫があることに気付き，生活の中で生か
すことのできる快適な住まい方を説明することができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（２）展開　３／４
	学習活動　
	・教師の働きかけ　◎評価　☆支援

	１　前時の学習を想起する。
○各調査グループのテーマを確認する。
　　・「湿度・温度・風通し」（ペットボトル実験）
　　・「照度」（明るさ実験）

・「日光」（日差し実験）

２　課題を確認する。

３　学習グループでの活動（クロストーク活動）
○実験したことについて対話し，明らかになったことについて情報共有する。
　
４　学級全体での活動（アイディアセッション活動）

○学級で見つけた課題について根拠を基にアイディアを出し合い，意見交流する。
　　○快適な住まい方のアイディアを共有する。

５　まとめ・振り返る。
　○次時の学習への意欲をもつ。今日の学習をふり返り，
分かったことや自分の生活に生かしたいことを書き，
発表する。
	※本題材では，実験的・体験的活動を取り入れ，根拠をもって話し合うことができるように，実感を伴った理解をさせ必要感を伴った対話場面を設定することで，自分の考えをよりよくしていく力を引き出し，家庭で実践しようとする意欲につなげていきたいと考える。
・学習前の課題に対しての自分の考えは，前時の振り返り
でまとめる。
・実験や体験を基に発見した特徴や結果を想起し，「どん
なことが分かったか」「どんなことを考えたか」「どう生か
していけるのか」など，対話の視点を明確にしながら話し
合うことで，自分のおすすめしたい内容を根拠を基に共有
し，整理する。
・自分の考えは鉛筆で書き，友達のいいなと思ったことは，
赤ペンで付け足しながら聞く。

・自分と学習グループの考えを比較し，メモをとりながら共
通点や相違点に気付かせる。
・涼しさだけでなく安全や健康についても考えたり，地球環
境にも配慮したり，省エネルギーで生活することにも気付
いたりすることができるよう構造的な板書を心掛ける。
・季節の変化に合わせた住まい方について考えたことを表
現する。積極的に生活に取り入れ改善しようとする発言を
紹介し，価値付ける。　
◎実験や体験を基に発見したことは，どのような特徴や結果だったのか学習グループで伝え合い，自分がおすすめしたいことをまとめ，学級全体へ説明することができている。    　　　　　　　　【思考・判断・表現】　（記述・発言）
☆考えを表現することが苦手な児童への支援として，調査
　実験に用いた写真や前時までのワークシートなどを提示
しながら，視覚的にも根拠を示して伝えることができるよ
う声掛けし，説明する活動を見届ける。
・振り返りをもってまとめとする。
・「分かったこと」「考えてみたいこと」「生かしていきたいこ
と」の３観点で振り返る。　　　　　　　　　　　　　　　　
・快適に生活するための解決方法を再度考える。再構築し
た考えを明確化し自分の成長に気付いたり，家庭実践へ
の意欲を高めたりすることができるようにする。
・課題にする学習後の考えは，他者の視点も取り込みなが
ら多面的に捉え，自分の生活をよりよくしようとする実践
意欲に結び付けたい。


自分も家族も地球もうれしい暑い季節の快適な住まい方おすすめプランを提案しよう。





・太陽がでているときは，レースのカーテンを閉めた


り，窓の外に植物やすだれを置いたりするなど日光


をさえぎることで，気温が下がる。簡単にできること


なので，今からすぐにおすすめしたい。


・風通しが良くなるように窓の前にあるものを片付け


たり，風の通り道をつくるために両方の窓を開けた


りするとよい。また，エアコンを使うときは空気が回る


ようにせん風機も活用するとよい。


・実験以外では，じゅうたんをござにかえるとよさそう


　だ。


・音楽をきくときは周りの人に迷惑にならないようにし


たり，戸を閉めたりする。


・風鈴の音は涼しさを感じることができるので，暑さを和らげるために飾りたい。








暑い夏を快適に過ごすための様々な工夫や方法があることが分かった。自分や家族の住まい方にあった生活快適プランを選び，やってみたい。








